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はじめに

近年、子どもたちを取り巻く食生活の乱れからくる、肥満・痩身傾向、生活習慣病の
低年齢化等が危惧されています。食育基本法では「子どもたちが豊かな人間性をはぐく
み、生きる力を身に付けていくためには、何よりも「食」が重要である。」と明記され
ています。子どもたちに対し、食に対する正しい知識や望ましい食習慣を身につけさせ
るために、更に食育を推進することが必要です。

長野県教育委員会では、第三次長野県教育振興基本計画の基本理念である、『「学び」
の力で未来を拓き、夢を実現する人づくり』のもと、豊かな心と健やかな身体の育成を
目標に、食育を通した子どもたちの健康の保持増進に努めてきました。子どもたちの食
に関する課題を解決するためには、学校と家庭と地域が連携し、「自己管理能力の育成」
を目指すことが重要です。

このような中、今年度、文部科学省「つながる食育推進事業」の委託を受け、教科横
断的な食育や評価方法の開発、栄養教諭間の連携による実践的な指導力向上等を目的に
食育の実践モデルづくりを進めてきました。

この度、須坂市教育委員会における食育推進の体制や須坂市立仁礼小学校及び東中学
校における食育の取組内容と成果をまとめました。
各市町村教育委員会・各学校・給食センター等において食育を推進する際に、本資料
を活用していただきたいと思います。

終わりに、須坂市教育委員会をはじめ、推進委員の皆様、関係者の皆様、本事業の実
施にご理解・ご協力いただきましたことに心より感謝申し上げます。

	 令和２年２月
	 　長野県教育委員会事務局　保健厚生課長
	 　神田　一郎



食育こそ生きる力を育む原点

本事業の目的にある、「自己管理能力の育成」「体力向上・学力向上につながる」「児童・
生徒・保護者・教職員の意識改革」…みんな大事な言葉です。でも、私たちが最後に求
めなければならないのは、上記の言葉の奥にある、子どもの心の動きであると考えます。
「あなたの命をいただきます。だからあなたの命の分まで頑張ります！」

食育は、家庭との連携抜きにはあり得ません。須坂市では、家庭を最も大切な食育の
場と位置づけ、学校や行政、地域がそれぞれの立場から家庭に働きかけながら、大人も
子どもも「自分の命は多くの命に支えられている」という感謝の心が育つ食育の理念に
限りなく迫っていきたいと願って参りました。

まだ、道は半ばです。今回の事業を通して、食育に関して幼保からの学びの連続性、
学校と栄養教諭とが上位目標を共有する互いの努力、さらには食育における学校の自立
等の重要性が見えて参りました。これらについては今後、さらに歩みを進めていきたい
と考えております。そして、どの学校でも、コミュニティスクールや保護者会、地域の
懇談会の中で食育の大切さが話題となり、やがてそれぞれの家庭に浸透していったとき
に、本物に近づいてきたと実感できるのではないかと思います。
今回の取り組みをお支えいただいた多くの皆様に感謝し、どの子の内にも起こってほ
しい更なる心の変化に期待しながら、「須坂版つながる食育推進事業」をさらに進めて
いきたいと願っています。

	 令和２年２月
	 　須坂市教育委員会 教育長
	 　　　　　　　 小林　雅彦

「私たちは食べ物を食べて生きている。生きることは食べること。す
べての食べ物は命だ。肉も魚も野菜も米も、すべてが種を残そうとする
生命体だ。人が生きるということは、命を頂くこと。殺すこと。私たち
の命は、多くの命に支えられている。」

佐藤剛志（食育研究家）「いのちをいただく」より
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１　長野県の現状と課題
（１）長野県における食育の取り組み状況

長野県食育推進計画（第３次）では、生涯にわたる心身の健康増進と豊かな人間形成
を育むための「人づくり」と、地域において、みんなでつながって食育を進めるための

「地域づくり」を理念として、県民が生涯にわたり健全な食生活を営み、豊かな人間性
を育むための、長野県の食育の「目指すべき姿」を示している。

（２）長野県内の学校における食育の取組状況と課題
①　児童生徒の食に関する自己管理能力の育成

長野県では、学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会と連携し「児童生徒の食に関す
る実態調査」（平成 16 年度から 3 年毎）を実施し、朝食欠食等をはじめとする食の実
態から課題を設定し、食に関する指導を実施している。

子どもを取り巻く家庭環境もあり、生活習慣や食習慣の改善には、知識の定着だけで
はなく、意識変容を行動変容につなげ、「自己管理能力」を育成するための継続した取
組が必要である。

関係者が連携・協力することで県民の食育を推進する

第１章 ／ 概　要

食育を進めるためには？

関係者の連携・協力により県民の食育を推進します

信州の食を育む県民会議・地域食育連絡会議

● 食に関する知識の普及啓発
● 伝統的な食文化の継承
● 学校や地域での食育活動への協力

● 市町村における食育を総合的
　かつ計画的に推進

● 健康に配慮した商品やメニューの開発
● 食に関するわかりやすい情報提供

● 食育に関する県民への
　情報提供や啓発

● 安全な農林水産物の提供
● 農林漁業体験の場と情報
　の提供

● 健康づくり，
　生活習慣病予防の推進
● 健診受診

● 食育に関する専門的知識・技術
　を備えた人材の育成
● 食に関する知識の普及啓発、
　専門的な指導

● 食を通じた健康づくり
● ライフステージに応じた
　食生活等の指導

● 食に関する知識の普及
● 体験活動の場の提供
● 伝統的な食文化の継承

● 家族と一緒に食べる
　楽しい食事
● 健全な食生活の実践

● 専門的な研究、
 指導、 助言

● 人材育成
● 食育推進施策の積極的な展開、 支援
● 各関係機関との連携及び協力体制の
　確立強化

学校・幼稚園・保育所等

地域

家庭

職場等
● 計画的な食育
● 継続的な食育
● 学校給食を活用した食育
● PTAと連携した取組

学校・幼稚園・保育所等
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②　栄養教諭を中核とした全校体制による食育の指導・評価方法の検討
児童生徒に継続した指導を実施するためには学校全体で食育を推進する必要がある。

栄養教諭が所属する学校では実施できていても、配置されていない学校では関わりが難
しく、継続した指導に結びついていない。

特に、学校給食センター勤務の栄養教諭が所属校以外の学校において食育の中核とな
ることは、所属教員ではないという学校側の認識もあり、関わることが難しい。県教育
委員会では、栄養教諭の資質向上のための研修に取り組んでいるが、個々に力をつけて
いても現場で生かしきれない現状がある。

③　栄養教諭間の連携及び栄養教諭の研修体制
長野県では、平成 28 年度から栄養教諭の新規採用を開始した。

（令和元年度は、新規採用５名、任用替え 13 名）
新規採用者や経験の浅い任用替え栄養教諭の配置により、前任者が実施してきた食育

が途切れることがないよう、指導力を効果的に向上していく必要があるが、学校毎に違
いがある食育の具体的なプロセスや手法の細部まで、県の全体研修や校外研修で実施す
ることは難しい。

【長野県の栄養教諭配置状況（H31.4.1 現在　139 名）】
　単独調理場 63 名
　共同調理場 76 名（59 場：315 校　うち各調理場の所属校 1 校）

【児童生徒の朝食喫食率（H28 児童生徒の食に関する実態調査）】
　長野県全体　 小５ 90.7％（H25 91.2％）　 中２ 87.4％（H25 83.3％）
　須　坂　市　 小５ 91.3％（  〃　89.9％） 　中２ 89.0％（  〃   87.5％）

【バランスの良い朝食を摂る児童生徒の割合（同上）】
　長野県全体　 小５ 49.9％（H25 49.9％）　 中２ 50.8％（H25 49.6％）
　須　坂　市　 小５ 52.8％（  〃　46.8％） 　中２ 58.9％（  〃   52.9％）

【初任者校内研修実施状況】
〇新規採用者　
指導教諭（栄養教諭 OG）による OJT 研修　4 時間× 9 日（年間 36 時間）
⇒�給食管理から食育指導まで行うが、財政的に指導時間の増は困難で十分

な指導ができない。
〇任用替え栄養教諭
⇒�学校栄養職員としての経験があるため指導教諭の配置はない。
　教員としての資質・指導力向上は、長野県教員育成目標に沿った全体研
修の中で実施。

【モデル地域周辺地区（3 市 6 町村）の配置状況】
　栄養教諭 13 名
　うち H31 新規採用 1 名（小学校）、H31 任用替え 1 名（中学校）
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 ２　本事業における目的

３　長野県つながる食育推進委員会の設置
（１）事業の推進体制

▶�　どのような体制や環境が整えば「学校の食育」がさらに
推進できるのか、モデル地域における食育推進体制につい
て検証し、先進事例として県内の他市町村に周知する。

▶�　モデル校における実践により、食育の効果と効果的な指
導方法について検証する。

▶�　近隣地域の栄養教諭との連携により、栄養教諭の資質向
上の手立てを検討する。

保護者 生産者

須坂市教育委員会（ワーキンググループ）

モデル校
仁礼小学校

9年間を見据えた食育活動

県立大学 学校給食センター
栄養教諭 学校等

栄養教諭

近隣市町村教育委員会

東中学校

校長、教頭、養護教諭、研究主任、学級担任　他

研修
参加

データ
分析

長野県つながる食育推進委員会

連携 連携

情報共有
（給食見学等）

長野県立大学長野県教育委員会
【事務局：保健厚生課】
学びの改革支援課
北信教育事務所

健康福祉部、農政部
長野県学校保健会

保健主事部会
栄養教諭・学校栄養職員部会

市町村教育委員会連絡協議会
須坂市教育委員会

【学校教育課 学校給食センター】

モデル校（小中）・PTA
須坂市養護教諭部会
健康づくり課

コーディネイト
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氏　　名 所属及び役職
委員長

1 稲山　貴代 長野県立大学健康発達学部食健康学科　教授
委　員

2 若林由美子 長野県市町村教育委員会連絡協議会　代議員
3 中澤　毅一 長野県学校保健会保健主事部会長
4 和田　優子 長野県学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会長
5 坪井扶司夫 県北信教育事務所学校教育課長
6 小林　雅彦 須坂市教育長
7 浅野　章子 須坂市健康づくり課
8 山﨑　　茂 須坂市立仁礼小学校長
9 島田　浩幸 須坂市立東中学校長

10 牧　　竜也 須坂市立仁礼小学校 PTA 会長
11 宇田　　聡 須坂市立東中学校 PTA 会長
12 清水　能江 須坂市養護教諭部会長
13 古平 エミ子 須坂市立東中学校栄養教諭
14 小林　晴江 須坂市立東中学校栄養教諭
15 赤羽美和子 長野県教育委員会事務局学びの改革支援課 指導主事
16 原　　啓明 長野県健康福祉部健康増進課長
17 小林　茂樹 長野県農政部農産物マーケティング室長

オブザーバー
1 滝澤　　学 須坂市教育委員会学校教育課長
2 北堀　　智 須坂市学校給食センター所長

事務局
1 神田　一郎 長野県教育委員会事務局保健厚生課長
2 市村由紀子 　　　〃　　　課長補佐兼総務係長
3 篠原　秀子 　　　〃　　　課長補佐兼学校給食係長
4 高橋　和子 　　　〃　　　指導主事（栄養教諭）
5 井出　伊織 　　　〃　　　管理栄養士

（２）協議内容
第1回（R1.6.12）

・事業概要説明
・須坂市の取組と課題
・各団体における食育の現状・課題

第2回（R2.2.4）
・事業報告
・モデル校における取組
・�地域で実施する取組の今後の展開

について

※上記のほか、各モデル校の公開授業、文部科学省 清久食育調査官との意見交換会に参加

長野県つながる食育推進委員会（委員会名簿）
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１　モデル地域（須坂市）の食育推進体制

第２章 ／ モデル地域の取組

【須坂市の概要】
学校数：小学校 11 校　中学校４校　市立特別支援学校１校　計 16 校
学校給食センター方式：食数 4400 食　栄養教諭 2 名（東中学校所属）

（１）教育委員会と健康づくり課の連携
　  �市の食育推進計画を踏まえ、発達段階に応じた「つける力（めざす姿）」、学校・

家庭・地域の役割を明確にし、食育の取組を体系化（次ページ参照）
（２）教育委員会が主体となり「学校給食を中核とした食育推進体制」を整備　

　  �栄養教諭と取り組む食育授業を「必須」で実施する学年を設定し、市内全学校で
実施（全ての児童生徒が食育を受ける機会を創出）

　  �小学校１年生：親子給食と栄養教諭の講話
　  �小学校４年生：「Ａ君を元気にするための朝食を考えよう」
　  �中学校１年生：「中学生の食生活について考えよう」（全校集会）

（３）学校の食育計画と学校給食センターの食育計画の連携
　  �全学校の栄養教諭の関わる食育授業等を一覧表にまとめ見える化（P26 参照）
　  �運営委員会や献立委員会等で周知し、必須学年以外も計画的・確実に実施

（４）教育委員会のバックアップ
　  �市費管理栄養士を学校給食センターに配置、毎日の給食献立を市 HP で発信等

２　モデル地域（須坂市）の課題
（１）食育の取組に対する学校間の温度差がある。
（２）食育授業等の実施内容を評価する方法が確立されていない。
（３）単発で実施する食育ではなく、新学習指導要領に向けた、教科横断的な
　　  「カリキュラム・マネジメント」としての食育の位置づけ。

□食事を作る力・選ぶ力をつける Ｈ29年度 目標値
・主食・主菜・副菜を揃えている市民の割合 50.8％  →  80％
・朝食を毎日食べる市民の割合（２・５年生） 92.8％  → 100％
・１人でご飯を炊き、みそ汁を作れる小学５・６年生の割合 54.1％  → 100％

□いただきます・ごちそうさまを言う市民の割合 91.2％  → 100％

教育委員会と健康づくり課の連携
①発達段階に応じた食育計画の作成
②食育リーフレット作成
③計画的なリーフレットの配布

健康づくり課

こども課・保育園

学校教育課・学校給食センター

保護者
地　域

教育委員会

食育目標にむけた須坂市の連携体制

・１日当たり

小学校・中学校・支援学校

2020年度まで第３次食育推進基本計画（農林水産省）

2022年度まで長野県食育推進計画（第3次）

第３期 須坂市食育推進計画
　　　 ≪食で健やか計画≫
　　　 　　　  2023年度まで

Action・Check・Eat　減らそう塩分、増やそう野菜
～１食の塩分は３ｇ、野菜はもう一皿～

食塩摂取量10.6ｇ→目標８g
野菜摂取量319ｇ→目標350ｇ

第５次須坂市総合計画後期基本計画　2020年度まで　須坂市教育委員会
朝食を摂取する児童生徒の割合　Ｈ28年度 小91.3％　中89％  →  目標値：100％

長野県県民運動　≪ACEプロジェクト≫

 ２　本事業における目的

３　長野県つながる食育推進委員会の設置
（１）事業の推進体制
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資料：須坂市食育リーフレット（一部抜粋）
 　　　　　  https://www.city.suzaka.nagano.jp/contents/imagefiles/150040/files/syokuiku_leaflet.pdf
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を
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赤
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・
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を
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・
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を
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を
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献
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・
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る
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・
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る

・
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
て

  (
朝

ご
は

ん
を

)食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
・

ご
飯

が
炊

け
る

、
み

そ
汁

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
・

五
大

栄
養

素
が

理
解

で
き

る

・
生

活
の

リ
ズ

ム
を

考
え

、
早

ね
、
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献
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が
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０
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３
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園
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中
学
生

年
少
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中
　
年
長

中
学
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～
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赤
ち

ゃ
ん

と
母

体
の

た
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の
食

事
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よ

う

母
体
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自
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え
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友
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嫌
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友
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＆
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事
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身
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を

自
覚

し
、

不
安

や
心

配
を

解
消

す
る

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

Ｑ
 小

中
学

校
の

子
ど

も
の
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て
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。
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、
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摂
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、
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を
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を
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。
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を

ぜ
ひ

、
大

切
に
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「
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囲
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。
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が
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を
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と
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を
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に
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バ
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れ
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と
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で
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ね
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き
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は

ん
」
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を
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だ
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」
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話
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・
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３
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え
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る
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事
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献
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る

・
集

会
時

・
給

食
時

・
授

業
指

導
 「
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育

」
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栄

養
を

知
り
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食

習
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え
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食

品
の

栄
養

的
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徴
を

学
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、
１

日
分

の
献
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を

考
え

る
・

日
常

食
の

調
理

や
地

域
の

食
材

を
生

か
し

た
調

理
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で
き

る
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健
康

の
た

め
に
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生
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つ
け

る
こ

と
が

わ
か

る
・
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点
に

つ
い

て
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え
る
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時

・
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 「

朝
食

の
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切
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を
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調
理
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食
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〈
命

を
い

た
だ

く
教

育
〉

高
学
年
（
10
～
12
歳
）

低
学
年
（
７
～
９
歳
）

健
康
で
過
ご
す
た
め
に
自
分
の
食
生
活
を
考
え
よ
う
！
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献立の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・和食を中心に「主食・主菜・副菜・汁物」をバランスよく組み合わせる
・減塩、野菜を増やした献立の実施
・咀嚼して食べることを意識するために「かみかみ須坂っ子の日」の設定
・旬、地域食材を中心に使用する「地域食材の日」の設定
・郷土食、行事食を取り入れる
・献立表、給食だよりで献立に対する思いや意味を家庭に啓発する
・希望献立の実施  
学校との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・「食事の環境を整える」「食器の置き方・姿勢指導」の教室掲示資料配布
・小４、中１の全クラスを学級訪問し、「朝食摂取の大切さ」について指導
  及び児童生徒の実態の把握、給食実施状況の確認
・調理員の教室訪問（依頼による）
・食の指導計画に合わせた授業
　１年生　給食と食べ物の働きを知ろう
　２年生　食事のマナーと正しい箸の持ち方を知ろう
　４年生　元気が出る朝食について考えよう（全小学校で実施）
　５年生　健康に過ごせる食習慣、生活習慣病について考えよう
　６年生　よりよい朝食を食べる方法を考えよう
　中１生　中学生の食生活（学年集会：全中学校で実施）
　中２生　生活習慣病と私（学年集会：全中学校で実施）
・食育リーフレットの活用（親子給食資料提供及び講話）
・各種集会・放送での講話
・社会見学・児童会・生徒会活動、職場体験学習の受け入れ
・献立に関連した給食センターだよりの発行（毎日）
・総合的な学習等の生産物の給食献立への位置づけと周知
 （高甫小：八町きゅうり、森上小：玉ねぎ、日野小：村山早生ごぼう　他）
・「2019年度長野県食に関する実態調査」の実施
・卒業レシピの作成と配布
家庭との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・ＰＴＡ見学・試食の受け入れ
・親子給食の講話（小学校1年生対象）
・献立表、食育だよりの発行（毎月） 
・「2019年度長野県食に関する実態調査」速報値の周知
地域との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・農林課、農協との連携による地域食材の活用及び生産者との情報交換
・地域食材と学校に食育活動のコーディネート
・健康づくり課との連携
・須坂新聞へ献立掲載・Goolightへ献立紹介の協力
・須坂市ＨＰへ献立表・給食センターだより・給食写真「毎日の給食とおた
　より」の掲載　　　　　　　　　　　　　　　
・給食応援隊の試食会の開催
　（食改・保健補導員・市役所内健康づくり課・教育委員会等）

○人とのつながりを感じる食で、豊かな心と身体を育てる
　 １　共に食べるとおいしい、楽しい　(共食の推進）
　　 　・食を楽しむ心を育てる
　 ２　食事を作る力、選ぶ力をつける
　　　 ・栄養バランスのよい食生活の推進
　　　 ・早ね早おき朝ごはんの推進（規則正しい食習慣の普及）
　　　 ・食事を作る力を育む
　 ３　須坂の旬を大切に食べる
　　　 ・食への感謝の気持ちを育む
　　　 ・食文化の継承への取組みの推進
　　　 ・地産地消の推進

○学校給食センターの関わり 
 ・栄養バランスや生活習慣病について学ぶ
 ・よく噛んで食べることができる食事や食材を提供する
 ・朝食の大切さについて計画的に指導する
 ・食への関心意欲を高め実践へとつなげる
 ・感謝の心を育てる　 ・食事のマナーについて指導する
 ・地域の食文化、郷土料理、体験学習をする ・地域食材や伝統野菜を学習する

どんな児童生徒を育てたいか（目標とする姿）
自己管理能力を育てる  ～未来まで健康に過ごすための「食」について学び、実践する

教育委員会
食育リーフレットの活用

 学校教育課
「命の教育」につながる
食育の推進
・「命」「食」へ感謝の心
  を育てるための手立て

子ども課
保育園
３歳児
・野菜となかよしになろう
・手洗いできるかな
４歳児
・食べ物の働きを知ろう
・朝ごはんに食べるもの
  なあに
５歳児
・３つの食品群覚えたかな
・朝ごはんの絵を描いて
  みよう
・献立連携　・実態把握
・指導内容の連携
・相互試食

学　校
食育計画の見直しと
実施する内容と意識をつなげる工夫
給食センターだよりによる日々の食育

・給食指導（挨拶・マナー・片付け）
・教科における食育の授業
・集会、放送
・給食週間
・親子給食
・給食センター見学　（児童・ＰＴＡ)
・職場体験（生徒）
・給食センターだよりの活用
・献立表、食育だよりの活用
・ＰＴＡとの連携（学校保健委員会等）
・農業及び収穫体験
・地域食材生産者との交流
・親子でクッキング（健康づくり課事業）
・2019年度食に関する実態調査の実施
・文部科学省つながる食育事業
・命をいただく教育

家庭（ＰＴＡ）
・献立表、食育だよりの活用
・給食センター見学
・食育授業参観
・親子給食
・給食センター視察
・学校保健委員会・食育講演会等への
  参加
・献立表、給食だよりの活用
・親子でクッキング（健康づくり課事業）
　への参加

地域への発信
・GoolightTV「明日の給食」の放送
・須坂新聞へ献立掲載
・須坂市HPの活用

健康づくり課
・親子でクッキング
 　　　　　(３年生）
・地域の食に関わる団体
  等とのコーディネート
・食育活動の連携
・食育リーフレットの
  活用

農林課
・地域食材及び生産者と
  のコーディネート  

須坂市学校給食センターの食育

 

＊２０２３年までの目標

2019 須坂市学校給食センター食育全体計画
【食育基本法】➡ 国の食育推進基本計画・長野県食育推進計画(第３次）

Action（体を動かす）・Check（健診を受ける）
Eat（健康に食べる） 目標
・１日あたり 食塩摂取量 8ｇ
・１日あたり 野菜摂取量 350ｇ

長野県県民運動ACEプロジェクト

具体目標
① 朝食を毎朝食べる １００％
② いただきます

ごちそうさまを言う１００％

教育委員会 ２０２０年度までの目標
第５次須坂市総合計画後期基本計画

・朝食を摂取する児童生徒の割合　100％
　25年度小91.5％中88％
　28年度小91.3％ 89％

第３期　須坂市食育推進基本計画【須坂市 食で健やか計画】

・食事の重要性
・心身の健康
・食品を選択する能力
・感謝の心
・社会性
・食文化

食に関する指導目標（文部科学省）

　学校給食の目的  → 「食育の推進」
【学校給食法】
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【栄養教諭と連携した計画的な食育授業】
「長野県児童生徒の食に関する実態調査」結果から各校の実態を把握し、目標に沿っ

た授業案を各学校に提示している。
特に、第５次須坂市総合計画後期基本計画（2020 年度）の教育委員会の目標のひと

つ、「朝食を摂取する児童生徒の割合を 100％」に向けた取組として、朝食に重点を置
いた食育を計画している。
 

「長野県児童生徒の食に関する実態調査」は悉皆調査であり、この結果を全県の集計
データと比較し、須坂市や各校の取組の評価に生かしている。このため、調査対象学年
の前年（小学校４年生と中学校１年生）における指導を重点に実施する目的から、この
学年の食育授業を必須としている。

また、必須学年以外においても、「背景とねらい」を位置づけた食育授業計画（以下
の図を参照）をもとに、各校の実態に合わせた食育計画の目標に向けて実施している。

朝食摂取状況評価方法
・長野県児童生徒の食に関する実態調査結果（小５・中 2）　３年毎
・全国学力・学習状況調査結果　（小６・中３）　毎年

小学校３年生 ：市健康づくり課主催 親子 de クッキング（親子で作る朝ごはん講座 ）

授業内容 実施の背景とねらい 食に関する
指導の視点

１年生（参観日公開）
「給食と食べ物の働きを知ろう」

給食センターの様子を知り、就学前に基礎知
識として学習した３つの食品群の復習をする。

心身の健康
感謝の心

２年生
「食事のマナーについて考えよう」

自分の姿勢・食器の持ち方を振り返り、正しい
箸の持ち方について知る。練習セットを家庭へ
持ち帰り、家庭でも箸の持ち方を練習する。

社会性
感謝の心

４年生　全小学校
「Aくんを元気にするための朝食を考えよう」

Aくんの朝食から自分の生活を振り返り、朝食
を食べるためにどんなことが自分にできるか
考える。

食事の重要性
心身の健康

５年生
「健康に過ごせる食習慣について考えよう」

脂質を摂りすぎることが将来の生活習慣病に
つながる可能性があることを知り、自らの食
生活を振り返り、これから自分ができることを
考える。

心身の健康
食品を選択する能力

６年生　
「よりよい朝食をとる方法について考えよう」

「よい朝食」について意見を出し合うことで、
自らの食生活を振り返り、これからできること
を考える。

心身の健康
感謝の心

中学校１年生　全中学校　学年集会
「中学生の食生活について考えよう」

技術・家庭科の食物分野の導入前後に位置付
け、自分の食生活を振り返り、成長期の食につ
いて考える機会とする。

食事の重要性
心身の健康

中学校２年生　学年集会
「生活習慣病について考えよう」

血液検査結果返却時に養護教諭と連携し、自
身の身体を知り、生活習慣を振り返る機会と
する。

心身の健康
食品を選択する能力
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１　須坂市立東中学校（中心校）

学校目標　「三心自立」
「学ぶ心」「思いやる心」「鍛える心」を磨き自立する。
三つの心を「三心」と呼び、教科指導をはじめ、日々の生活
のあらゆる場面でこれらを磨き、ひとりひとりが「自立すること」
を目標としている。

http://www.azuma-school.ed.jp/top.html

自らの生活を振り返る手立て

生活ノートに、毎日の起床時刻・睡眠時
間・朝食の様子を記入することで、自己理
解を進め、意思決定後の継続状況を確認す
る上で、自己評価の指標のひとつになった。

担任等は、生徒たちの記述から、睡眠時
間や朝食の様子を把握し、日常の会話や個
別相談の材料にすることができた。

自己課題を考える生活習慣を見える化する

毎日の自分の生活習慣を振り返り、自己管理が必要だという意識は高まったと考えられる。
アンケート結果からも朝食を「ほぼ毎日」食べる生徒や「主食・主菜・副菜をそろえて」食
べる生徒が増えたことからも、行動変容へ結びついたと考えられる。

ただし、朝食欠食者が依然として２％いることから、家庭での生活習慣の課題を踏まえ、
実情に合った個別的相談指導が必要である。

生活ノートに記された生活習慣の様子を、学級担任だけではなく、養護教諭や部活動顧
問等と共有し、行動変容を継続していくための手立てが重要だと共通理解することができた。

東北大学川島隆太教授の講演では、朝食
の大切さ、睡眠時間の重要性等の内容に、
改めて自己課題を考える時間になった。「未
来のために、今何をしたらよいか」を考え、
悩んだ生徒からの質問は 20 分以上続いた。
エビデンスに基づくデータが生徒の考えを
整理するために有効だった。

第３章 ／ モデル校における取組と成果

令和元年 5 月 1 日現在

１学年 ２学年 ３学年 総数
生徒数 53 46 55 154
学級数 ２ ２ ２
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〇 朝食の重要性
食事と脳機能は密接な関係があり、パンやご飯等

の主食を食べることで脳の細胞が働く。さらに、全
ての栄養素をとることで学習した内容を脳に残すこ
とができるので、おかずも食べる必要がある。

朝食を毎日食べる人のほうが、学力や体力の成績
が良く、大学入試や就職の際に第一希望に合格する
人が多い。さらに、年収が高い人ほど朝食を毎日食
べている人が多い。
〇 睡眠と脳の働き

睡眠時間が短いと学力や体力に影響が出る。レム
睡眠（浅い眠り）の間に日中の学習内容を整理して
復習してくれるようにできている。睡眠時間が短い
とレム睡眠の数が減り、学習が定着しない。しっか
り睡眠時間を確保できる人は「今自分は何をしない
といけないか」を考えられる人であり、入試を突破
し、ビジネスシーンでも勝ち抜いていく。
〇 スマホの危険性と読書の重要性

スマホを使い続けている人は、成績が下がる。
一方、読書習慣があると脳がより発達し、成績が良い。

▶�先生のお話を聞いて、今日の朝は、ご飯ちょっとと、
ブロッコリーを１つ、野菜炒めを食べました。今ま
では「食パン１枚」しか食べていなかったから、急
にはたくさん食べられないけど、少しずつ量を増や
していけたらいいなって思いました。

▶�「きちんとした生活を送れば、結果がついてくる」
ということを知りました。そこで、「11 時までには
寝る！」ということを意識して行動しました。すると
自然に「そろそろ始めないと 11 時には終わらない」
と思えるようになる自分がいました。そして次の日
の朝、最近では考えられないほど爽やかに目覚め、スムーズに起きることができました。先
生の話を実際にやれば、いろいろなことによい影響が出てくるんじゃないかなと思いました。

生徒の感想より
講演会後生徒アンケートより

講演会を聞いて
「明日から自分にできること」（抜粋）

朝食をきちんと食べる	 41名
朝食を自分で作る	 26名
朝食でパンよりご飯を食べる	 20名
朝食をバランスよく食べる	 72名
睡眠をしっかりとる	 8名
規則正しい生活	 16名
読書をする	 14名
スマホの使い方・時間を見直す	 15名

PTA 食育講演会

東北大学 加齢医学研究所 所長　川島 隆太 教授

「朝食で脳が変わる！未来をひらく！」
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肺、心臓、小腸について学習後、本時で豚の肺、心臓、小腸の観察を行った。「豚の命をいただい
て行う学習」と位置づけたことで、生徒は真剣に取り組むことができた。

理科「動物の体のつくりとはたらき」

カリキュラム・マネジメント
に向けた取組として、理科の目
標に沿って実施し、その後の道
徳で、「いのち」について考え
たことが、より深い学びにつな
がった。須坂市の目指す「命の
教育」が具現化できた授業に
なった。

＜学習カードから＞
〇�動物や植物であっても、その

命はすべて大切なものだから、
それをいただいてできている
自分の体を大切にしなくては
いけない。

〇�命を大切に、その命に感謝し
なければならないという考え
は、みんな同じだった気がし
ます。これからも食べ物の命
に感謝して食べたいです。

須坂市の「命の教育」とつなげる手立て （2 年生）

あなたの命を「いただきます。」

かわいがっていた牛のみいちゃ
んを「自分は」食べるか食べない
か、意見交換した。

理科の授業と連携することで
「命の大切さ」について考えるこ
とができた。

道徳「いのちをいただく」
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＜学習カードから＞
〇�体脂肪率は標準だったけれど、これからも身長が伸びたりしていくので、バランスの良い

食事をとっていこうと思った。
〇�部活動を引退して前より体を十分に動かせていないので、運動する時間を増やそうと思う。

＜個人データ＞ 長野県立大学作成

①身長　②体重　③体脂肪量　④筋肉量
⑤タンパク質量　⑥ミネラル量　
⑦体水分量　⑧骨密度　⑨ 1 週間の活動量

（長野県立大学・市健康づくり課協力）

測定結果を楽しみにする生徒が多く、1 週
間の活動量計測も、数値の変化に興味があり、
意欲的に測定した。

「自分の身体を知る」 特別活動
「You are what you eat !」

（栄養教諭と T.T）

「食事の重要性」や「生活のあり方」等に
ついて、卒業後の食生活に向けて意思決定を
した。栄養教諭は導入時に既習学習を想起さ
せる説明や個人データの解説をおこなった。

将来につながる食生活のために （3 年生）

生活ノートの記録、川島隆太教授の講演内容、個人データで自分の身体を「見える化」
したことは、「自分の身体は自分の食べたものでできている」ことを実感するための手立
てとなり、自分の生活習慣を意識しながら行動しようという姿、自己管理能力の育成に有
効だった。
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２　須坂市立仁礼小学校

 

学校目標「よく学び　よく遊び　たくましく」 
～自己肯定感を育み自信や誇りを持つために～

１．ねばり強く学習や活動に取り組める子ども
２．大勢の人と関わることができる子ども
３．気持ちの良いあいさつや返事・相手のことを思いやる
　　ことができる子ども。

http://www.nire-school.ed.jp/index.html

給食の内容や自分の苦手な食べ物は「3 つ
の食品群」のどの食べ物かを理解し、苦手な
食べ物にチャレンジする意思決定を親子で
行った。（給食後、保護者向け栄養講話）

「給食と食べ物の働きを知ろう」

4 年生　全小学校1 年生（参観日）

元気のない A くんを、元気な A くんにする
ための朝食を考えることを通して、自分の朝
食を振り返り、毎日元気ですごすために「自
分ができること」を意思決定した。

「Aくんを元気にするための朝食を考えよう」

事後アンケートで朝食を「毎日食べる」
1 年生が 100% になった。

食育授業や保護者向け講話及び食育
リーフレットを活用し、「栄養のバラン
ス」「食の大切さ」について親子で共通
理解をすることができたことで、食に対
する意識や行動変容につながったと考え
られる。

自分が元気になる朝食を食べるために
何をしたらよいかを考え意思決定をした
ことは、「栄養バランスを考える」や「主
食・主菜・副菜をそろえる」児童が増加
したことにつながったと考えられる。
「朝食を毎日」食べる児童は、ほとん

ど変化がなかったことから、意思決定を
行動変容につなぐ継続した指導が必要で
ある。

栄養教諭と連携する授業

令和元年 5 月 1 日現在

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 総数
児童数 25 29 43 36 41 35 209
学級数 １ １ ２ １ ２ １
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6 年生　「まかせてね、今日の食事」　（2 時間扱い）
	 （栄養教諭と T.T）

栄養バランスを整えるポイントを想起させる場面で、持参した弁当箱に当日の給食を詰めた。

既習学習の五大栄養素や主食・主菜・副菜を意識し、栄養教諭の用意した「メニューカード」を活用して、
班ごとに「みんなで食べるランチ」の献立を考えた。

学校給食の主食・主菜・副菜のバランスの良さや分量を意識した上で、テーマ別のランチ
を考えたことは、実践と学びをつなぐために有効だった。

保護者から見て、児童が「主食・主菜・副菜を 3 つそろえて」食べる日が増加したという
評価につながったのは、児童の学びが家庭での行動変容に表れた結果だと考えられる。

＜班の発表より＞
〇�五大栄養素がしっかり入る献立にした。ビタミン C がないので、みかんを入れた。できる

だけカードにない物も入れた。家で食べるので、できるだけ家にある物にした。肉は入れ
ずに魚を入れた。量のバランスもできるだけ考えた。

＜学習カードより＞
〇�これまでは、お弁当が簡単に作れるものだと思っていた。この授業で難しいことだとわかっ

た。これからは、お母さんのお弁当作りを手伝いたい。

栄養教諭と連携する教科（家庭科）
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3 年生　「親子 de クッキング」　（市健康づくり課主催）

「教養部だより（食育編）１~ ３」を発行

担任と栄養教諭の T.T による食育授業を参観した部員の感想や授業内容が掲載され、保護者に周知
された。

健康づくり課管理栄養士や食で健やか応援隊の皆さんと、朝食の働きや主食・主菜・副菜をそろえ
て食べることの大切さについて学習してから、親子で朝食の調理実習を実施した。

学級だよりで食育授業の様子を伝えたり、ＰＴＡ教養部が授業参観の内容を「教養部だよ
り」で家庭向けに発行したりしたことは、校内で実施している食育の取組を保護者と共有す
るのに有効だった。

親子で一緒に学ぶことで、家庭の朝食を振り返り、他の家庭の様子を垣間見ることができ
る。保護者にとっては、「朝食の大切さ」だけではなく、子ども達が包丁を持ち野菜を切る
など料理に取り組む姿や、煮干しのだしから作る具だくさんのみそ汁をおいしそうに食べる
姿から、「子どもの成長」を感じることができる機会として有効である。

＜学級通信より＞
「親子クッキングの日記を書きたい」

と言って日記を書いてきた人もいました。
「これからは好き嫌いを減らしたい」と
思った人もいます。少しずつ前進してく
といいと思います。お家では家族で「食
べる」ということを大切にしていってい
ただきたいと思います。

市健康づくり課との連携

保護者との連携
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ 無回答

仁礼小学校（児童）

仁礼小学校（保護者）

東中学校（生徒）

東中学校（保護者）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

仁礼小学校（児童）

仁礼小学校（保護者）

東中学校（生徒）

東中学校（保護者）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

仁礼小学校（児童） 東中学校（生徒）

東中学校（保護者）仁礼小学校（保護者）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後 事後

事後事後

事後事後

事後 事後

事後事後

事後 事後

ウ　食事の際に衛生的な行動をとる割合

イ　ゆっくりよくかんで食べる割合

ア　�一日や一週間の栄養バランスを考えて食事やおやつをとる割合

回答数

３　アンケート結果
① 児童生徒の意識及び行動変容と保護者から見た子どもの様子

仁礼小学校 児童生徒 保護者
事　前 198 187
事　後 199 201

東中学校 児童生徒 保護者
事　前 150 140
事　後 153 147
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【設問4】食事マナーに気をつけていますか。

【設問5】伝統的な食文化や行事食について関心がありますか。

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（保護者）仁礼小学校（保護者）

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

仁礼小学校（保護者）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

東中学校（保護者）

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

東中学校（保護者）仁礼小学校（保護者）

無回答

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ 無回答

ほとんどない 無回答週に1日程度週に2～3日週に4～5日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

ほとんど毎日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後事後

事後 事後

事後事後

事後 事後

事後 事後

事後 事後

カ　朝食を毎日食べる割合

オ　�伝統的な食文化や行事食への関心の割合

エ　食事マナーに気をつけている割合
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ほとんどない 無回答週に1日程度ほとんど毎日 週に2～3日週に4～5日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（保護者）仁礼小学校（保護者）

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

仁礼小学校（保護者） 東中学校（保護者）

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

東中学校（生徒）

東中学校（保護者）仁礼小学校（保護者）

ほとんどない 無回答週に1日程度ほとんど毎日 週に2～3日週に4～5日

ほとんどない 無回答週に1日程度ほとんど毎日 週に2～3日週に4～5日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

仁礼小学校（児童）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後事後

事後 事後

事後事後

事後 事後

事後事後

事後 事後

ク　�一緒に生活する人と一緒に夕食を食べる割合

ケ　�主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが一日に２回以上ある割合

キ　�一緒に生活する人と一緒に朝食を食べる割合
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② 教職員のアンケート結果

 

 

小学校、中学校ともに「できている」「概ねできている」ととらえる教職員が増加した。
中学校においては、「できていない」ととらえる教職員はいなくなった。

学校において、教頭がキーマンとなり、連携する教科や担当教諭との調整を行っ
た。窓口が一本化されることや、管理職が関わることで校内全体の進捗管理を行
いながら、実施することができた。

また、年度当初に校内の職員研修で、須坂市の目指している食育について、ど
のように具体化していくのか話し合い、共通理解を図ったことが、全校体制によ
る実施につながった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.7 50.0

57.1

7.1 7.1

14.3 28.6

事後
n=14

事前
n=14

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.0

13.6

25.9

22.7 40.9

4.5

11.1

18.2

事後
n=27

事前
n=22

東中学校

21.4 64.3

50.0

14.3

42.9

7.1

40.7

9.1

29.6

22.7 36.4

29.6

27.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校 東中学校

35.7

28.6

57.1

28.6

7.1

28.6

51.9

9.1

22.2

31.8

3.7

22.7

7.1 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

仁礼小学校 東中学校

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.7 50.0

57.1

7.1 7.1

14.3 28.6

事後
n=14

事前
n=14

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.0

13.6

25.9

22.7 40.9

4.5

11.1

18.2

事後
n=27

事前
n=22

東中学校

21.4 64.3

50.0

14.3

42.9

7.1

40.7

9.1

29.6

22.7 36.4

29.6

27.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校 東中学校

35.7

28.6

57.1

28.6

7.1

28.6

51.9

9.1

22.2

31.8

3.7

22.7

7.1 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

仁礼小学校 東中学校

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外

Q　栄養教諭と学級担任が連携した指導を計画的に実施しているか。

Q　教科等の学習内容に「食育の視点」を位置づけることができているか。
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9 割以上の教職員が「できている」「概ねできている」と感じるようになった。

 

　この事業を始めるに当たり、給食係にならなければ「食育」は「職外」という認識が
教職員にあった。
　食に関する全体計画の見直しや教科等における食育を位置づけていく中で、「食育の
目標」に示された３つの柱「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・
人間性」を踏まえ、「何ができるようになるか」を考えることを通して、校内で連携し
て食育指導を行う意味が理解された。
　また、栄養教諭との連携が取れたこ
とで、学校と給食センターの連絡ノー
ト、日常的な職員室や給食時間の会話
にも変化があり、普段から「食」につ
いて話題にすることが多くなった。
　この事業を通して、児童生徒の意識
変容を感じ取った教職員が、教科等の
目標に沿って実施する「食に関する指
導」について改めて考え、その成果を
意識したことが、行動変容につながっ
たと考えられる。

栄養教諭が教室に入る機会が増えたことにより、児童生徒とのコミュニケーショ
ンが進み、食事マナー等の給食指導に関わることができた。

また、栄養教諭が「身体づくりと食」等について、その場で質問に答える場面
から、教職員も専門職としての栄養教諭の存在を意識する機会が増えたのではな
いかと考えられる。

気になる児童生徒の様子を共有できる教職員として認知されたことにより、個
別的な相談指導につなげることができた。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.7 50.0

57.1

7.1 7.1

14.3 28.6

事後
n=14

事前
n=14

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.0

13.6

25.9

22.7 40.9

4.5

11.1

18.2

事後
n=27

事前
n=22

東中学校

21.4 64.3

50.0

14.3

42.9

7.1

40.7

9.1

29.6

22.7 36.4

29.6

27.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外 無回答

仁礼小学校 東中学校

35.7

28.6

57.1

28.6

7.1

28.6

51.9

9.1

22.2

31.8

3.7

22.7

7.1 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=14

事前
n=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後
n=27

事前
n=22

仁礼小学校 東中学校

できている 概ねできている あまりできていない 出来ていない 職外

Q　偏食、肥満・痩身、食物アレルギー等に関する個別的な相談指導が行われ、機能しているか。
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４　栄養教諭が関わる食育活動

食育活動実施状況を見える化するために、学校別一覧にして周知している。令和元年
度は、モデル校の実施状況が大きく変わっただけではなく、モデル校以外の取組も増加
した。

必須授業は 4 年生及び中学校 1 年生であるが、養護教諭と連携した血液検査後に実
施する 5 年生の授業も児童の意識変容に有効な手立てとして需要があり、全小学校で
実施している。

※� 黄色 はR1から新たに実施

１年 ２年 ４年 ５年 ６年
センター

見学
学校保健
委員会
講演

全校集会
調理員訪問

給食と連携した栽培活動
その他

親子給食
講和 特別活動 参観日 特別活動 特別活動 特別活動 特別活動 家庭科

1 須坂小 ○ ○ ○ ○ ○

2 小山小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２年生 給食週間：調理員訪問

3 森上小 ○ ○ ○ ○ ○ ３年生 ６年生創生高校と玉ねぎ栽培
給食で使用

4 日滝小 ○ ○ ○ ○
参観日 ○ ○ ○ 給食週間：調理員訪問

5 豊洲小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４年生 給食週間：調理員訪問

6 日野小 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 井上小 ○ ○ ○ 給食週間：調理員訪問

8 高浦小 ○ ○ ○ ３年生 3・4年生八町きゅうり栽培
給食で使用

9 旭ヶ丘小 ○ ○ ○ ２年生

10 仁礼小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（家庭科後） ○ ○ おやき作り

PTAの授業見学

11 豊丘小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1・2年生

12 須坂支援 5・6年
（にじ組） 市教委・センター職員訪問

１年 ２年 ３年 その他

学年集会 給食時
指導

センター
見学 学年集会 職場体験 理科

／道徳科
食育講演

会 特別活動

13 常盤中 ○ ○ ○ ○ ○

※食育講演会は３年生のみ参加14 相森中 ○ ○ ○ ○

15 墨坂中 ○ ○ ○ ○

16 東　中 ○ ○ ○ ○ ○２回 ○／○ ○ ○ 教室訪問／職員食育研修
地域体験講座：やしょうま作り

※� 小学校３年生：健康づくり課「親子deクッキング」
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栄養教諭の資質向上を目的に、栄養教諭４名（うち新規採用及び任用替え１年目、各
１名）が、本事業に参加し実地研修を行った。食育を計画・実施する上での具体が見え
た新規採用等栄養教諭と、連携の重要性と難しさも含め、コーディネーターとしての役
割を再認識した経験ある栄養教諭からの報告があった。

第４章 ／ 栄養教諭の資質向上に向けて

１　新規採用等栄養教諭（研修報告から）
　▶ �学年に合わせた「教材の工夫」により、児童生徒が意欲的に発言したり、活動したり

できる授業になっていた。情報力・発信力を高めたい。
　▶ �学校との事前準備のための配布資料や、担任と栄養教諭とのＴＴ授業を参観し、授業

を実施する際の担任との「事前打ち合わせ」が大切だと学んだ。
　▶ �個人、クラス、学年によって適した指導方法は変わるため、「現状把握」がポイント

だと思った。
【学校長のコメント】
　 　子どもたちが関心を寄せる取組へつなげている。
　 　今後の学校における食育の実施などに期待している。
【成　果】
　� �　子どもたちが関心を寄せる教材や声掛けの工夫、学級担任との連携やコミュニケー

ションのとり方など、本事業で具体的に掴み、そのヒントを自校で実践しようとする意
欲向上・行動変容につながった。

２　経験ある栄養教諭（研修報告から）
　▶ �小・中学校９年間を通した食育を「継続」して実施していくためには、周りとの「連携」が

重要だと感じた。
　▶ �地域の様々な機関とつながるためのノウハウを知った上で、自分の地域でどう生かしてい

けるか検討したい。
　▶ �単発で終わらせず、事業を継続するためにはどうしたらよいかを同時に考える必要がある。
【学校長のコメント】
　 �　食育指導を関連教科と結びつけ、ＴＴによる授業により、子どもたちの学びをより深めて

いくことを期待している。
【成　果】
　 �　自身の市町村においても、小中９年間の成長を見通した継続した食育や、教科横断的な

視点で指導につなげることなど、広い視野で食育を進める必要性や指導手法も学ぶことが
できた。

３　今後の取組
　▶ �近隣地域で食育授業視察や教材の共有化により、指導に生かす。（研修報告より）
　　 ➡ 他地域でも実践可能
　▶ �来年度、近隣栄養教諭の中学校で、教科と連携した授業の実践発表を予定している。
　　 保健体育科（保健分野）
　　 ➡ 本事業で習得した指導手法や評価について、実践に生かすこととしている。

キーワードは「連携と継続」
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＜長野県つながる食育推進委員会より＞

第 5 章 ／ 「つながる」から「ひろげる」
取り組みに向けて

長野県立大学健康発達学部食健康学科　教授（委員長）　
稲山 貴代氏

食育推進の枠組みづくりは労力も必要で、結構な力仕事となる。
枠組みができれば、その中で食育が進んで行くようになる。須坂
市の特徴は、学校目標に食育の目標が掲げられ、カリキュラムづく
りに食育の視点が盛り込まれて、スムーズに食育の取組ができてい
ること。この仕組みを県内へ広げるのは県教委の仕事となる。県
内へどんどん広がることを期待している。

須坂市教育長　小林 雅彦氏
初めから、給食センターと学校との関係が太かったわけではな

い。関係を構築していく中で、教職員も栄養教諭等も「豊かで健や
かな子供を育てたい」という同じ夢に向かっていることが共有でき
たから、今のような関係・環境づくりが進んでいると感じている。
組織図を書くことは簡単。実際につなげていくことが大切。

人が変わっても、この取組が継続して実施され、須坂市の宝とな
るようにこれからも体制整備も含め推し進めていきたい。

須坂市立東中学校長　島田 浩幸氏
食育は教科横断的な学習そのもの。栄養教諭と養護教諭や保健

体育科などと連携し、位置づけて取り組んでいきたい。また、部
活動との連携で体づくりや生活習慣について保護者と一緒に学ぶ
ことができることも考えている。市内 16 校を２名の栄養教諭でカ
バーすることの大変さと限界も感じた。より食育を進めていくため
に、栄養教諭の適正な配置も検討してほしい。

須坂市立仁礼小学校長　山﨑 茂氏
校内で今まで「点」として動いていた食育がこの事業で「線」と

なった。食育推進のために、教育委員会や行政がリードして食育
が位置付けられていると、学校での実践が進むと感じた。今年度
の取組の中で何を広げていけるか検討し、学校の財産として積み
重ねていきたい。食べることは誰もが生涯続けていくことなので、
大切にしていきたいし、小さな自己肯定感を育てていきたい。
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長野県学校保健会保健主事部会長　中澤 毅一氏
本事業のさまざまな実践活動を通して、食と体と心がつながっている

ことを実感した。食育の推進体制を整備するためにも、校内の保健主
事がイニシアチブをとってやっていくと、より進んで行くのかなと感じた。
保健主事部会としても検討を進めていきたい。

長野県学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会長　和田 優子氏
市町村の目指す姿を踏まえた上で、そのために学校での食育をどのよ

うに実践していくかということを栄養教諭がコーディネートし、つながり
を作りながらみんなで食育に取り組んでいきたい。

須坂市立東中学校PTA会長　宇田 聡氏
子ども達は中学校を卒業すると給食がなくなり、自分の食事を自分自

身で選択する機会が増えるので、これまでの小中学校での学びが実生
活に結びつくように家庭でも食について話題にしたい。

また、地域の郷土食を伝えていく活動にも積極的に参加して次世代へ
つないでいきたい。

県健康福祉部健康増進課 課長補佐兼食育・栄養係長　赤塩 真奈美氏
働き盛りの世代やこれから親になる世代への食育を進め、それぞれの

年代を尊重しながら食を大切にし、行動できるようにサポートしていき
たい。

須坂市のように、行政と教育委員会が密に連携した食育推進体制を
県内に広げていきたい。

須坂市健康づくり課長　浅野 章子氏
学校と連携して小学校 3 年生に対して実施している「親子 de クッキ

ング」での学びがその先の学校での食育へつながっていることを実感し
た。

朝食の大切さや旬の味を覚えること等、子どもとその親に向けて引き
続き学校と連携して取り組んでいきたい。

須坂市養護教諭部会長　清水 能江氏
本事業を通じて、栄養教諭と養護教諭がタッグを組んで取り組むこ

とでより効果的な指導ができることが分かった。グランドデザインに
「食育」を位置づけることで、より食育が進むと感じた。本事業で築
いた栄養教諭とのつながりを生かして、さらに取り組んでいきたい。
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目的の共有
「地域の子どもたちの心と身体を健康に育てたい」という願いは同じ。

モデル地域におけるつながり

① 市町村教育委員会と行政（健康づくり課）が「つながる」
 　�市町村食育計画に基づく目標の共有、計画における学校の役割を明確化。
② 市町村教育委員会のイニシアチブにより教職員同士が「つながる」
 　�学校・教職員と食育の目的の共通理解を図ることで、教職員一人ひとりが「食

育の視点」を持ち、栄養教諭と連携した教科横断的な学習活動につなげる。
③ 家庭と「つながる」
 　�学習カードやお便りの工夫、市や学校のＨＰによる発信、保護者が事業に関

わることにより、児童生徒の様子を共有し、家庭における食育につなげる。
④ 学校と地域が「つながる」
 　�栄養教諭がコーディネーターとなり、食生活改善推進協議会等、地域の団体

に協力してもらい調理実習を行うなど、地域とのつながりによって食育活動
を実践。

今後の長野県の取り組み

▶ 須坂市の取組を「つながる広がる食育事業」として全県に発信
 　教育委員会と知事部局との連携。

▶ 連携のコーディネーターとなりうる栄養教諭の育成
 　�講演会や実践発表等の座学研修だけではなく、主体的・対話的・深い学びと

なる参加型研修にシフトし、コーディネート力向上を図る。

▶ 学校全体で取り組む食育授業実施校を指定（年４校）
 　�健康教育の視点から、学校保健計画と食に関する指導の全体計画を

連携させ、カリキュラム・マネジメントにより実践する。

▶ 市町村教育委員会学校給食担当課長会議の開催
 　食育や学校給食を取り巻く課題等を周知。

「連携のうえに食育は進む」

おじぎ

長野県PRキャラクター
「アルクマ」

まとめ
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須坂市作成　川島隆太先生講演まとめパネル

　　　  参考資料
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須坂市作成　おはしを正しく持とう！（クリアファイル）
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つながる食育だより No1　食育講演会編
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つながる食育だより No２　親子でチャレンジ編

北信教育事務所だより
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長野県つながる食育推進事業
You are what you eat !

長野県PRキャラクター
アルクマ

～未来まで健康に過ごすための　　  について学び、実践する～「食」


